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（様式１－２） 

取組の将来像（ビジョン） 

関東地方の北部に位置する茨城県、栃木県、群馬県からなる北関東三県は、魅力的な観光

資源を数多く有しており、茨城の「大洗」「ひたちなか」、栃木の「日光」「那須高原」、

群馬の「草津温泉」「尾瀬」など、海浜～平野～中山間～山地に至るまで、観光スポットが

点在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、三県とも全国都市緑化フェアの開催を契機として、花と緑あふれる特色ある地域づ

くりを展開しており、特に国営ひたち海浜公園のネモフィラやコキア、あしかがフラワーパ

ークの大藤などは、その知名度が国内に留まらず、国外にも広く知れ渡っています。 

このように、北関東三県は国内外に誇る観光スポットを数多く有していますが、東京圏か

らのアクセスの良さが相まって日帰り旅行が可能になるなど、観光ルートとしては東京圏と

観光スポットを直接結ぶに留まり、滞在時間の獲得には至っていません。つまり、これをい

かにして北関東三県を横断するような展開に発展させ、地域の活性化やインバウンド観光に

つなげていくかが課題となっています。 

 このような中で、各公園や庭園が連携していくことで地域の活性化やインバウンド誘客の

推進に寄与していこうと、令和元年に北関東フラワーパークライン協議会を設立し、これま

で活動してきました。 

 当計画「季節の花でつながる北関東花回廊」では、北関東三県の花と緑あふれる公園や庭

園が一体となってツーリズムを展開していきます。更に、交通機関とも連携することで、北

関東を横断する様々なモデルルートを提供していきます。この取組により、国内外からの新

たな観光客を獲得し、また、リピート率を高めることで北関東三県への来訪回数や滞在時間

を増加させ、地域の活性化へつなげていきます。 

 

【参考：北関東での全国都市緑化フェア】 

茨城県 平成 ５年 グリーンフェア‘93 いばらき（会場：偕楽園等） 

  栃木県 平成 12 年 マロニエとちぎ緑化祭 2000（会場：とちぎわんぱく公園等） 

 群馬県 平成 20 年 花と緑のシンフォニーぐんま 2008（会場：敷島公園等） 

 

主な観光地（国土地理院地図引用） 
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（様式１－３） 

 

取組全体の範囲がわかる位置図（地図等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Gunma Flower Park+ 
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（様式１－４） 

計画のテーマ 

 

～季節の花でつながる北関東花回廊～ 

 

 北関東三県には様々な花と緑あふれる名所が存在し、それぞれを代表する四季折々の花々に

より、多くの人々が楽しんでいます。 

 一方で、これまでの北関東三県は、東京圏からの人、モノ、情報をいかに早く獲得するかとい

う面からは競争相手であり、いわばライバル関係にありました。また、地理的にはそれぞれ県境

に山地があるため東西の交通基盤が少なく、横のつながりが乏しい地域でありました。しかし、

平成 23 年の北関東自動車道の開通を契機に、三県を横断するような移動が活性化され、県を跨

ぐ観光も容易になりました。 

 このような中、当計画では“花”にフォーカスして北関東を連携させ、“北関東”を“花回廊

”としてつなげます。 

 

○ポイント１（唯一無二の絶景の花景色） 

 当計画の構成施設は、これまで積み重ねてきた経験、努力、創意工夫により、そこでしか見る

ことのできない絶景の花景色を有しており、それぞれ個性的で特徴的な魅力を放っています。 

 各施設の努力に思いを巡らせながら花景色を見ることで、より一層の感動を持つことができ

ます。 

 

【国営ひたち海浜公園：ネモフィラ、コキア】 

 ひたちなか市内で一番標高の高い「みはらしの丘」では、四季を通じて様々な草花が創り

出すスケール感が魅力の”ここにしかない風景”を楽しめます。 

 ４月中旬から 5 月上旬にかけて、可愛らしい色・姿をしたネモフィラで丘一面が彩られま

す。青い空、青い海、そして青い丘。この 3 つの青がひとつにとけあいながら繰り出す世界

は、他では決して見ることができないものです。 

 ネモフィラが終わるとコキアを植付け、新たなみどころを創出します。丸くてモコモコと

したユニークな形に加えて、夏場の緑色から秋は真っ赤に紅葉し、コスモスとともにみはら

しの丘を彩ります。 
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【偕楽園：梅】 

偕楽園では、園内に広がる梅林が、毎年早春に見頃を迎えます。 

約 100 種 3000 本の梅が植えられており、開花時期に合わせて開催される「水戸の梅まつり」

は多くの観光客でにぎわいます。園内の梅は品種によって様々な色や形、香りがあり、特に優

れているものを『水戸の六名木』としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【弘道館：左近の桜】 

 弘道館の正庁玄関前にある左近の桜は、天保２年（1831 年）、有栖川宮家の登美宮吉子が、

水戸藩第９代藩主徳川斉昭の正室として降嫁する際、仁孝天皇から京都御所紫宸殿前の「左近

の桜」の苗木を賜り、江戸小石川の水戸藩邸に植えられていたものを弘道館開設の際に移植し

たのがはじまりです。  

現在の桜は３代目で、昭和 38 年 (1963 年)に弘道館の修理工事が完了したのを記念して宮

内庁からゆかりの苗木をいただきました。山桜で 4 月初旬に美しい花を咲かせます。 
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【いばらきフラワーパーク：バラと里山】 

 いばらきフラワーパークでは厳選された約 900 品種のバラを見ることができます。季節で

変化する「バラテラス」や花の色別で分けた「色別バラ」では、個性豊かなバラの形や色に、

思わず見とれてしまうほどです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左）筑波山を眺めるテラス状に広がるバラと里山の絶景 

（右）花との距離が近く、花にふれて、五感で自然を感じる 

 

【芝ざくら公園：芝桜】 

 春、関東有数の 1.8ha に広がる一面に芝桜が咲き、展望台からは小貝川の流れを表した見事

な赤・ピンク・紫・白のジュウタンが目の前に広がります 
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【井頭公園：バラ園】 

 高い木々に囲まれ、落ち着いた雰囲気の中、バラのかぐわしい香り、若葉の息吹を感じなが

ら、心静かに様々なバラを愛でることができます。井頭公園は 50 年前に開園しており、当時

から君臨するバラと若いバラが入り混じり、公園に彩りを添えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【とちぎわんぱく公園：夢花壇のチューリップ】 

暖かさが日に日に増して気分も高まる春。夢花壇では太陽の日差しを受けて 1 万球のチュ

ーリップと 1 万株の春の花が開花します。冬の寒さを耐え抜いて咲いた花々はとても美しく、

園内を華やかに彩ります。ピクニックや遠足での公園利用が増えるシーズンであり、多くの利

用者に花を楽しんでいただいています。 
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【みかも山公園：カタクリ】 

脚本家・著作家の田中澄江氏が平成７年６月に発表した「新・花の百名山」には、三毳山は

カタクリの群生する山として紹介されています。 

 ３月～４月には「カタクリの園」の 4,000 平方メートルの斜面に約８万株の花が咲き、関東

近県はもとより、全国から多くのハイカー・登山者がみかも山公園を訪れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【とちぎ花センター：ヒスイカズラ】 

 ３月下旬～５月上旬に鑑賞大温室で見られる「ヒスイカズラ」は、原産がフィリピンのルソ

ン島で、絶滅危惧種に指定されています。森の宝石とも称され、自然界では大変珍しいヒスイ

色の花です。毎年多くのお客様が開花を楽しみにされています。 
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【あしかがフラワーパーク：大藤のライトアップ】 

 2014 年に CNN のトラベルスタッフにより「世界の夢の旅行先 10 カ所」に日本から唯一選出

された世界に誇る絶景となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【つつじが岡公園：ツツジのトンネル】 

 ツツジの古木は高さ 4m にも及び、ツツジのトンネルを見上げる景色は圧巻です。 
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【敷島公園ばら園：ばらのトンネル】 

 約 30ｍのばらのトンネルは落ちた花びらが絨毯のように広がり、ばらの香りに包まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【赤城自然園：シャクナゲ、ツツジ】 

 春爛漫の 5 月、セゾンガーデンエリアに、日本有数規模のツツジやシャクナゲが華やかに咲

き誇ります。シャクナゲ園では約 1,700 株のシャクナゲが鑑賞でき、散策の小径では、色とり

どりの多種多様なツツジが散策道を埋め尽くします。 
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○ポイント２（シームレスな四季折々の魅力発信） 

 ポイント１のように当計画の最大の強みは、構成する公園や庭園を代表する花が多種多様で

あること、また、その逆に同種の花もあり、それぞれの違いや特色を生かすことも、共通点を生

かすこともできることです。この強みを生かし、年間を通じた様々なモデルルートを提供するこ

とで、見頃となる四季折々の花やコンテンツを切れ目なく案内でき、その時々における個々の魅

力をより際立たせることができます。 

 

 

○ポイント３（交通機関との連携） 

 北関東花回廊をつなげるには、その基軸となる交通機関との連携が必要不可欠です。当計画

は、三県を横断する交通機関である北関東自動車道と JR 水戸線・両毛線等に沿った位置に所在

する公園、庭園で構成しているため、その利用が可能であり、積極的に連携していきます。 

 北関東自動車道には、東京圏よりそれぞれ北上する常磐自動車道、東北自動車道、関越自動車

道から接続できます。また、NEXCO 東日本が提供するドラ割「北関東周遊フリーパス」を利用す

ることで、東京圏からの訪問者や北関東三県の居住者の北関東エリアでの高速道路の乗り降り

が自由となり、ツーリズムとの連携の効果を最大限に発揮させることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 東京圏からのアクセス（車） 
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 JR 水戸線・両毛線等には、東京駅からの新幹線、特急から乗り継ぐことができます。また、各

施設へは、最寄り駅からバス等の二次交通と組み合わせることでアクセスが可能となります。 

訪日外国人の移動は鉄道やバスでの移動が主となっているため、海外からの観光客のツーリ

ズムとも相性が良いものとなります。 

※車、公共交通機関を使用したモデルルートはポイント４に記載 

更に、NEXCO 東日本及び JR 東日本とは、周知・広報の面でも連携強化を図り、主要なサービ

スエリア・パーキングエリアや駅に本ツーリズムのポスターやパンフレットを配置することで、

効果的な PR につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 東京圏からのアクセス（鉄道） 

 

 

 最寄りの駅および IC からのアクセス 
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北関東自動車道との関係性 

ＪＲ東日本水戸線・両毛線等との関係性 
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○ポイント４（食や観光、宿泊） 

当計画では、単に公園や庭園を巡るだけに留まらず、ここから食や観光、更には宿泊にまで発

展させることで、地域振興につなげていきます。構成施設の周辺には、以下のとおり魅力的な食

や観光の施設が数多く点在し、また、一部の公園では、園内や隣接する位置に宿泊施設がありま

す。 

当計画の構成施設だけでも十分に満足感を得られるツーリズムとなりますが、地域の食や観

光、宿泊を組み合わせることで、滞在時間を増やしたダイナミックなツーリズムを形成すること

が可能となり、公園や庭園を含め地域全体の活性化へつなげていきます。 

 

 【宿泊施設】・・・様式 1-9 にも記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※上記は自治体または指定管理者等が運営する宿泊施設 

 

 【食・観光地】・・・様式 1-9 にも記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左）スタミナラーメン：とろみのある熱々の甘辛醤油あんをたっぷりのせた、ご当地ラーメン 

（右）ほしいも：現在のひたちなか市の地域で始められたといわれる全国へ誇る特産品 
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（左）いちごスイーツ：いちご日本一のまち真岡市内には、いちごを使った商品が溢れています 

（右）佐野ラーメン：全国的な知名度を誇り、人気店は連日大行列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左）焼きまんじゅう：タレが焦げる香ばしいかおりが食欲をそそる群馬名物 

（右）うどん：小麦栽培が盛んな群馬県。古くからうどんが主食として親しまれています 



18 

 

○ポイント５（モデルルートの提供） 

当計画では、構成する施設をつなげることで多様なモデルルートを提供することができます。

ルートは一日で２～３施設を巡ることを想定し、見頃の花でつないだり、同種の花でつないだり

するなど、様々なパターンを提供します。 

さらに周辺の食や観光、宿泊に発展させることで、日本中、世界中から北関東に人を呼び込み、

誘客促進及び地域の活性化につなげていきます。 

 

 【１泊２日のモデルルートの一例】 

 

 

 

 

 

 

 （車での移動） 

□１日目 

 東京発（8:00） 

  ↓ （常磐自動車道） 

 

  国営ひたち海浜公園（10:00-12:00） 

    空や海とつながる一面のネモフィラを観賞。 

    砂丘観察園路やグラスハウスで海岸の眺望 

を楽しむことができます。 

  ↓ 

 

  那珂湊で昼食、観光（12:30-14:30） 

    その日の朝に水揚げされた新鮮な魚介類をリーズナブルな価格で販売する量販店街と

して人気があり、県内外から毎年およそ 100 万人が訪れています。 

 また、旬の海鮮料理や、大きく新鮮なネタが自慢の回転すしなど、港町ならではのお食

事処も多数軒を連ねています。 

 

    ↓ （北関東自動車道） 
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  あしかがフラワーパーク（16:30-19:00） 

    「ふじのはな物語」期間中は夜のライトアップ

も開催され、約 330 基の照明によってライトアッ

プされた幻想的な藤の花をみることができます。 

  

 ↓ 

 

  宿泊（19:30） 

   つつじが岡公園に隣接する「里沼リゾート Hotel KOMORINU」（館林市有施設）で宿泊 

  

 

 

 

 

□２日目 

  つつじが岡公園（9:00-10:00） 

   「つつじまつり」が行われている園内は、

ヤマツツジ等 100 品種１万株以上のつつじ

で彩られています。期間中は城沼を渡る遊

覧船が運航しており、水上から景観を楽し

むこともできます。 

  ↓ （北関東自動車道、関越自動車道） 

 

   

水沢うどん（渋川市）で昼食（12:00-13:00） 

  秋田の稲庭、香川の讃岐と並び日本三大うどんのひとつに 

挙げられる水沢うどん。 

   小麦にこだわり清らかな水と塩だけで丹念に鍛えられた麺

は、純白で強いコシとつるつるした食感の良さが特徴。 

  ↓  

赤城自然園（14:00-16:00） 

   ルートの最後は自然を感じられる赤城自然園  

を歩きます。 

標高600mの赤城自然園では本格的な春が訪れ

る頃であり、シャクナゲ等毎日主役が入れ替わ

るように花々が見頃を迎え、春爛漫を感じられ

ます。 

  ↓ 

  東京着（18:30） 
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（公共交通機関での移動） 

 本モデルルートは公共交通機関等を利用した周遊も可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、当モデルルートにも、北関東の食、観光地を組み合わせることで、より滞在時間を増や

した充実のツーリズムとすることが可能となります。 

茨城：海が望める神社・温泉、歴史・芸術巡り 

栃木：いちご狩り、史跡巡り 

群馬：伊香保温泉、文化施設 

□１日目

時間 17:20

地点 あしかが
フラワーパーク駅

移動手段 出発

時間

地点

移動手段

□２日目

時間 13:40

地点 渋川駅

移動手段

時間
地点
移動手段 帰宅路線バス 路線バス JR東日本

13:40 14:00-15:45 16:30 19:00

渋川駅 赤城自然園 渋川駅 東京駅

里沼リゾート
Hotel KOMORINU

つつじが岡公園 館林駅 渋川駅 水沢

徒歩 路線バス JR両毛線等 路線バス 路線バス

徒歩 徒歩 JR両毛線等 タクシー

8:30 8:35-10:00 10:15 12:00 12:30-13:20

17:20 17:30-18:50 19:00 19:50 20:00

あしかが
フラワーパーク駅

あしかが
フラワーパーク

あしかが
フラワーパーク駅

館林駅
里沼リゾート

Hotel KOMORINU
[宿泊]

13:00

那珂湊

14:30

勝田駅

JR東日本特急 路線バス タクシー タクシー JR東日本各線

東京駅

8:30 10:00

勝田駅

10:30-12:30

国営ひたち海浜公園

 

 

〇ルート２ 

 東京発（8:00） 

   ↓ 常磐自動車道 

  いばらきフラワーパーク（9:30-11:00） 

   ↓ 北関東自動車道 

  佐野で昼食[佐野ラーメン]（12:30） 

     ↓ 北関東自動車道 

  あしかがフラワーパーク（14:30-16:00） 

   ↓  

  つつじが岡公園（16:30-17:30） 

   ↓ 東北自動車道 

  東京着（19:00） 

【日帰りのモデルルートの例】  

 （車での移動） 

 〇ルート１ 

 東京発（8:00） 

   ↓ 常磐自動車道  

  国営ひたち海浜公園（10:00-12:00） 

   ↓ 

  那珂湊で昼食、観光（12:30-14:30） 

     ↓ 北関東自動車道 

  あしかがフラワーパーク（16:30-19:00） 

   ↓ 東北自動車道 

  東京着（21:00） 
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モデルルートと組み合わせ可能な観光地例 

 

 

 

  【その他のモデルルートの例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群馬県観光地の写真は「観光ぐんま写真館提供」 
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○ポイント６（相乗効果） 

当計画には、『あしかがフラワーパーク』や『国営ひたち海浜公園』など、既に海外でも高い

知名度を誇る施設があります。 

一方、知名度という点では前述の施設には及ばないものの、その他にも“里山の花々を楽しめ

る自然園”や“こだわりの花のみに特化した公園”など、多様な趣のある施設が揃っており、そ

れぞれが魅力を放っています。これらの施設においては、北関東花回廊を構築することにより、

知名度の高い施設への興味関心をきっかけに知ってもらえる機会が増え、相乗効果が生まれま

す。更には、ツーリズム全体としてインバウンド観光や国内遠方からの観光にもつながると考え

ています。 

 

  あしかがフラワーパーク：2014 年 CNN が選ぶ「世界の夢の旅行先 10 カ所」 

※日本で唯一選ばれる 

国営ひたち海浜公園  ：2015 年 CNN が選ぶ「日本の最も美しい場所 31 選」 
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（様式１－５） 
構成庭園一覧表 

１ 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

国営
こくえい

ひたち海浜
かいひん

公園
こうえん

 
構成庭園の
所在地 

茨城県ひたちなか市 
馬渡字大沼 605-4 

構成庭園
の概要 

【開 園 面 積】215.2（ha） 
【入 園 料 金】大人 450 円、65 歳以上 210 円、中学生以下無料 
【公 開 時 期】通年 
【施設管理者】国土交通省 
       一般財団法人公園財団 ひたち公園管理センター（業務委託） 
【そ  の  他】年間来園者数 約 183 万人（2023 年度） 
       北関東自動車道～常陸那珂有料道路 ひたち海浜 IC より 

車で約 5 分 
JR 勝田駅東口より路線バスにて海浜公園西口まで約 15 分 

 
 
 

当計画の施設の中で最東端に位置する太平洋に面した広大な公園は、大規模な
花修景の工夫により、約 183 万人（R5 年度）もの来園者が訪れる。 
 4 月中旬から 5 月上旬にかけてネモフィラが丘一面を青く染め、10 月にはコキ
アが赤く染める。周囲の視線を遮るものはなく、花と海と空を一体として楽しめ
る修景は世界からも注目されている。 
春には、『Flowering-フラワリング』が開催され、スイセン、チューリップ、ネモ
フィラ、バラが次々と開花するフラワーリレーを楽しめる。みはらしの丘一面に
咲き誇る約 530 万本のネモフィラは、SNS 等で話題となる絶景である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画のテ
ーマでの
位置づけ  

 
○花景色をつくりあげた努力 
 現在、ネモフィラやコキアで知られている「みはらしの丘」は、かつて射爆
撃場として利用され、爆弾や銃弾が撃ち込まれていた標的の場所であった。 

戦後、「平和の象徴として公園を整備したい」という地元の願いと、公園スタ
ッフの「この空と丘をつなげよう」との思いにより、空と海の青と溶け合う唯
一無二の風景を創り出した。 

ネモフィラは 2002 年から植栽を開始した。当時は約 1.5ha、約 200 万本と小
規模であったが徐々に花畑を拡大し、現在では約 4.2ha、約 530 万本が咲き誇
るまでとなった。 
 
 
 
 

みはらしの丘で見えるまるで別世界のような光景 
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○四季折々の魅力 
 春のネモフィラ、スイセン、チューリップ、初夏にはポピーやバラ、夏のジニア、
ヒマワリ、秋にはコキア、コスモス、冬のアイスチューリップなど、彩り豊な花々
が四季を通じて楽しめる。 
 
      春（スイセン）          （チューリップ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      初夏（ポピー）           （バラ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      夏（ジニア）            （ヒマワリ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    秋（コスモス）        冬（アイスチューリップ） 
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構成庭園一覧表 
 

２ 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

 かいらくえん 

偕楽園 
構成庭園の
所在地 

茨城県水戸市常磐町 1-3-3 

構成庭園
の概要  

【開 園 面 積】13.9（ha） 
【入 園 料 金】偕楽園入園料 大人 320 円、小人/満 70 歳以上 160 円 

       好文亭入館料 大人 230 円、小人 120 円、満 70 歳以上 110 円 

【公 開 時 期】通年 
【施設管理者】茨城県水戸土木事務所 偕楽園公園課 偕楽園公園センター 
【そ  の  他】常磐自動車道～水戸 IC（国道 50 号バイパス経由）より約 20 分 

北関東自動車道～茨城東 IC・水戸南 IC より約 20 分  
JR 水戸駅北口より路線バスにて約 15 分 
 ※梅まつり期間中の土日祝は JR 偕楽園駅（臨時）下車すぐ 

 
 
 
 

偕楽園は、金沢の兼六園、岡山の後楽園と並ぶ「日本三名園」のひとつで、天保
13 年（1842）水戸藩第 9 代藩主徳川斉昭が、領内の民と偕（とも）に楽しむ場に
したいと願い創設した。 

園内には約 100 品種 3,000 本の梅が植えられており、例年、水戸の梅まつりが 2
月中旬～3 月中旬に開催され、多くの観光客で賑わう。早咲き中咲き遅咲きと開花
時期が異なるため、観梅を長期間楽しめる。 

また、偕楽園内には徳川斉昭の別邸である好文亭や、涼しげに水が沸き出る吐玉
泉など広大な敷地の中に歴史を感じるさまざまな名所がある。  

計画のテ
ーマでの
位置づけ  

 
○四季折々の魅力 

春は偕楽園の見所である梅が咲き誇る。紅白の様々な品種の梅があり、園内は良
い香りにつつまれる。 

夏は偕楽園の西側に広がる孟宗竹林、大杉森が青々とし、真夏の暑さを癒してく
れる。 

秋は、偕楽園のもみじ谷にあるカエデやモミジが鮮やかに色づく。 
冬は、早咲きの梅が少しずつ咲き始め、雪景色が見られることもある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

衆と偕（とも）に楽しむ場 
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構成庭園一覧表 
 

２ 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

こうどうかんこうえん 

弘道館公園 
構成庭園の
所在地 

茨城県水戸市三の丸１－６－２９ 

構成庭園
の概要  

【開 園 面 積】3.2（ha） 
【入 園 料 金】大人 420 円 小人 320 円 70 歳以上 210 円 
【公 開 時 期】通年 （12 月 29 日～31 日を除く） 
【施設管理者】茨城県 
【そ  の  他】国指定特別史跡・重要文化財 

年間来館者数 約 7.2 万人（2023 年度） 
北関東自動車道～常磐道 水戸 IC より車で 20 分 
JR 水戸駅より徒歩 8 分 

 
 
 

弘道館は、天保 12 年(1841)水戸藩第 9 代藩主徳川斉昭によって創設された日本
最大級の藩校。対の施設として休養のための偕楽園がつくられた。15 代将軍徳川
慶喜が幼少期に学び、大政奉還後には謹慎した場所としても知られる。明治維新後
は初代茨城県庁舎等に使用され、のちに史跡・名勝「旧弘道館」として保存、戦後
は都市公園に指定され「弘道館公園」となった。 

水戸といえば梅がシンボルだが、梅は「好文木（こうぶんぼく）」とも呼ばれ、
学問や知識を象徴する樹木である。このため、水戸藩主徳川斉昭が好み、弘道館
と偕楽園への植樹が行われた。 
 

弘道館公園内には約 60 品種 800 本の梅が植えられており、偕楽園とともに「水
戸の梅まつり」が毎年 2 月中旬から 3 月中旬の間で開催され、約 2 万人が訪れる。
梅は、弘道館・偕楽園が開かれた際に積極的に整備されたもので、花の美しさはも
ちろんのこと、実を兵糧として確保するという、幕末の切迫した状況への備えの意
味も含み、歴史的にも重要なものである。 

園内にある梅の中でも、花の形、香り、色などが優れている「江南所無」、「白難
波」、「月影」、「虎の尾」、「柳川枝垂」、「烈公梅」を「水戸の六名木」と呼び、今に
残る歴史の舞台と美しい梅林の取り合わせが弘道館公園の魅力である。 
 また、玄関にある大きなサクラは「左近の桜」と呼ばれ、徳川斉昭の正室である
登美宮吉子が嫁ぐ際に仁孝天皇から賜ったもので、現在は宮内庁から贈られた３代
目である。左近の桜は梅の花が終わる毎年 4 月上旬ごろに美しい花を咲かせ、多く
の人々に親しまれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

計画のテ
ーマでの
位置づけ  

 
○花景色をつくりあげた努力 
 弘道館は建物（正庁・正門、至善堂）が国の重要文化財であり植栽と建物と
の共存が課題となっている。特に植栽からの雨粒がバウンドし木造の建物にか
かることが、腐食の原因となるため植栽と一定以上の間隔を保つ必要がある。    

桜の木は、伐採箇所から樹勢が落ちるため適切な剪定と薬剤の塗布を行い、
景観にも配慮しながら維持管理を行っている。 
 
 

好文木-水戸の梅の起源を感じる歴史の舞台 
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○四季折々の魅力 
 冬から初春にかけて梅が咲き誇り、春には左近の桜、夏にはサルスベリが青空
に映えます。 秋はイロハモミジが庭を明るくする。  
 
 初春（梅） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 春（桜） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 夏（サルスベリ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋（イロハモミジ） 
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構成庭園一覧表 

 

３ 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

いばらきフラワーパーク 
構成庭園の
所在地 

茨城県石岡市下青柳 200 

構成庭園
の概要  

【開 園 面 積】30（ha）[いばらきフラワーパーク 12ha、花やさと山 18ha] 
【入 園 料 金】4 月～6 月    大人 1,200～1,500 円 小人 400～500 円 
        7 月～9 月    大人 900 円      小人 300 円 

10 月～1 月中旬 大人 1,200～1,500 円 小人 400～500 円 
1 月中旬～3 月  大人 900 円      小人 300 円 
※開花状況により料金が変わります 

【公 開 時 期】通年 
【施設管理者】石岡市 
       茨城県フラワーパーク指定管理業務共同事業体（指定管理者） 
【そ  の  他】年間入園者数 約 25 万人（2022 年度） 
       北関東自動車道 笠間西 IC より車で約 25 分 
       常磐自動車道 土浦北 IC より車で約 15 分 
 
 
 
 
 

自然豊かな里山が広がる 30 ヘクタールの園内では、茨城県の県花であるバラ
900 品種 9,000 株が春と秋に見ごろを迎える。 

2021 年 4 月にリニューアルされ、現在は、県花であるバラを中心とした四季折
々の植物を「見る」、個性豊かなバラの「香り」を楽しむ、日常を離れた自然の
音色を「聴く」、レストランやカフェで地元の食材を「味わう」、敷地内の花や
植物を使ったアロマの蒸留や季節のフラワーアレンジメントなどの「“100 の体
感 ” アクティビティ」を通して自然に「触れる」ことができる、「五感を刺激
するテーマパーク」として、茨城県の魅力を再発見・再発信できる観光拠点とな
っている。 

四季で変化する「バラテラス」、花の色別に分けた「色別バラ」、香りの違いを感
じられる「香りのバラ」、香しさと美しさに包まれながら散策できる「バラのトン
ネル」など、見所が満載。その他、四季折々の花々を楽しむことができる。 

また、園内の花や自然を使ったアクティビティや、フローリストやガーデナーに
よるガーデンツアーなど、花の魅力を感じることができる四季折々の「100 の体感」
アクティビティを一年通して開催している。 

さらに、園内には宿泊施設「花やさと山」があり、ツーリズムにおける宿泊場
所としての機能も果たすことで、滞在時間をより長くし、各施設の見頃の花をつ
なぐ効果が期待できる。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

花を愛で、自然を感じ、五感を取り戻す 

「見る」から「感じる」フラワーパークへ 
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計画のテ
ーマでの
位置づけ  

 
○花景色をつくりあげた努力 
 傾斜のある敷地を活かしたバラエリアの中腹に見晴らしのウッドデッキを
設け、石岡市八郷地区の山並の借景とバラを見下ろすフォトスポットを創出し
た。ここだけにしかない風景の中に入り込んだ写真が取れるスポットとして人
気となっている。 
 
○四季折々の魅力 

隣接する「花やさと山」では、野趣あふれる野草や遠くから聞こえる鳥のさえず
りをはじめとする豊かな自然と地域に根ざした里山体験を楽しめる。 

山をピンク色に染める河津桜からはじまる桜のリレーから始まる春、森の中に輝
く 100 万株のシャガの群生や初夏のアジサイの谷、夏は花の女王「ヤマユリ」の群
生、そして紅葉など、春と秋に見頃を迎えるバラ以外にもダリアやボタン、フジな
どさまざまな花を楽しむことができる。 

また、バラテラスには花の川をコンセプトに、中央に四季折々の花の川が流れ、
ヒマワリやマリーゴールドなど里山の借景を背景に、季節ごとの風景をみることが
できる。 
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構成庭園一覧表 
 

４ 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

しば    こうえん 
芝ざくら公園 

構成庭園の
所在地 

栃木県芳賀郡市貝町大字見上 614-1 

構成庭園
の概要  

【開 園 面 積】約 8（ha）[うち植栽面積 1.8ha] 
【入 園 料 金】無料（芝ざくら祭り期間中のみ入園料あり） 
【公 開 時 期】通年 
【施設管理者】市貝町 

芳那の水晶湖ふれあいの郷協議会（指定管理者） 
【そ  の  他】芝ざくら祭り期間中来園者（R6 約 47,000 人） 
       北関東自動車道 宇都宮上三川 IC より車で約 40 分 

真岡 IC より車で約 50 分 
       JR 烏山駅よりタクシーにて約 15 分 
 
 
 
 

芝ざくら公園は、農業用調整池「芳那の水晶湖」の造成によって発生した残土を
利用して平成 18 年に整備された公園である。 

当公園は市貝町を源流とする「小貝川」の流れをイメージして植栽されており、
芝ざくらの植栽面積は約 1.8 ヘクタールと関東有数の面積を誇る。 
 丘の上の展望台からは、芝ざくら公園の全景だけではなく、隣接する芳那（はな）
の水晶湖や里山の景色が見渡せ、１年を通じて美しい星空を楽しむことができるス
ポットです。 

 
  

計画のテ
ーマでの
位置づけ  

 
○花景色をつくりあげた努力 
 芝ざくらは背丈が低いこともあり、きれいな花を楽しんでいただくために雑
草の除去が大切になる。当然ながら除草剤は使用できないため、２月から 11 月
にかけて、広大な面積を丁寧に手作業で除草している。 
 また、ネキリムシの幼虫が根っこを食い荒らしてしまうと、枯れてしまうた
め、害虫対策にも尽力している。 
 
○四季折々の魅力 
 芝ざくらの見頃を迎える毎年春頃に「芝ざくらまつり」を開催しており、
赤、白、ピンク、紫とカラフルな約 28 万株の芝ざくらが斜面を彩ることで、
多くの方の目を楽しませている。 
 また、公園内展望台からの八溝山系を望む山々の新緑も楽しむことができる。 
 

 

小貝川をイメージした関東有数の面積を誇る芝ざくら 
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構成庭園一覧表 
 

５ 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

いがしらこうえん 

井頭公園 
構成庭園の
所在地 

栃木県真岡市下籠谷 99 

構成庭園
の概要  

 
【開 園 面 積】93.3（ha） 
【入 園 料 金】無料 
【公 開 時 期】通年 
【施設管理者】栃木県 

井頭公園指定管理グループ（指定管理者） 
【そ  の  他】年間来園者数 約 74.8 万人（2023 年度） 
       北関東自動車道 真岡 IC より車で約 10 分 
 
 
 
 

多様化し、増大するレクリエー
ション需要に対応するため、栃木
県が最初に整備着手した広域公園
で昭和 49 年に開設された。多くの
野鳥をはじめ桜、新緑、紅葉など
四季を豊かに表現する自然環境は
来園者を飽きさせない。また、花
ちょう遊館には、熱帯から高山ま
で地球上の様々な気候帯に生息す
る植物・鳥・は虫類・蝶を展示し
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

計画のテ
ーマでの
位置づけ  

 
○花景色をつくりあげた努力 

93ha に及ぶ敷地の大半は自然林と池が占め、バラ園は井頭公園の紅一点であ
る。 

開園から５０年経過し施設の老朽化が進む一方でバラ園の管理を担う従業
員も高齢化で数年間不在となった。 

草に覆われていくバラ園を再生すべく従業員有志が立ち上がり、２０２４年
度からはスタッフ３名が専属となりバラ園の管理を担っている。管理に必要な
知識はとちぎ花センターの専門家にご教示いただきながら病害虫防除、剪定な
どの技術を身に着けるとともに、終わりのない除草作業に日々取り組んでい
る。 

今後はバラ園全体のデザインと老木化した株の更新に取り組んでいく。 
 
 
 

自然豊かな四季を通じて楽しめる都市公園 
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○四季折々の魅力 
 ２月から５月にかけて、梅、桜、バラ、花菖蒲と、花のリレーが続き、県内
外から多くの人が訪れる。バラ園では５月にローズフェスタを開催しており、
群馬県、茨城県と合わせたバラを巡るツアーの一つとしてルートを提供でき
る。 
 

 梅                桜 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        バラ               花菖蒲 
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構成庭園一覧表 
 

６ 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

こうえん 

とちぎわんぱく公園 
構成庭園の
所在地 

栃木県下都賀郡壬生町 
大字国谷 2273 

構成庭園
の概要  

【開 園 面 積】37.2（ha） 
【入 園 料 金】無料 
【公 開 時 期】通年 
【施設管理者】栃木県 
       とちぎわんぱく公園指定管理者グループ（指定管理者） 
【そ  の  他】年間来園者数 83.5 万人（2023 年度） 
       北関東自動車道 壬生 PA より徒歩 1 分 
 
 
 
 

第 17 回都市緑化とちぎフェアの会場として整備され、平成 12 年度に開園。毎
年 10 月の緑化月間では様々な緑化イベントを実施している。 

公園のシンボルである「夢花壇」は、7,640 ㎡の敷地に 25 個の花壇と池・流れ
が配置されており、季節を問わず約 60 種類、約 1 万株の様々な花による修景が楽
しめる、まさに夢のような花壇庭園になっている。 

季節毎に咲き替わる花々で彩られ、お子さま・ワンちゃんのフォトスポット、散
歩コースとして人気。 

当園は、北関東自動車道壬生 PA に隣接しており、PA から歩いて入園できる。
取組の範囲の中心に位置しており、他の構成施設を訪問する際にも、気軽に立ち
寄ることができる。  

計画のテ
ーマでの
位置づけ  

 
○花景色をつくりあげた努力 

一年中花を楽しめる"夢のような花壇"を実現するため、ボランティアグループ"
夢咲人"の助力を得て植付・除草・摘心等管理全般を行っている。夢花壇の修景デ
ザインを立案するのは「グリーン博みやざき'99 ガーデニング・ジャパンカップ」
グランプリ受賞、「ジャパンフラワーフェスティバルさいたま 2007」金賞受賞等数
多くの受賞歴を有する地元のガーデンデザイナーで、同デザイナーの指導を受けな
がら技術を磨いており、花壇のメンテナンス技術は一級品。メンバーの高齢化が懸
念されていたが、積極的な PR により新規加入者が増えている。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

四季折々の花々が咲き誇る夢花壇 
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○四季折々の魅力 
ピクニックや遠足に最高。花壇をはじめ園内の雰囲気が最も華やかになる春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昆虫や水生生物の観察におすすめ。力強い日差しの下、花々が鮮やかに咲き誇る夏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
都市緑化イベント"とちぎグリーンフェスタ"開催。季節の移ろいが楽しい秋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夜に咲くイルミネーションと電飾トレインが風物詩。厳しい寒さの中一生懸命咲く
花々を応援したくなる冬 
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構成施設一覧表 
 

７ 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

やまこうえん 

みかも山公園 
構成庭園の
所在地 

栃木県栃木市岩舟町下津原 1747-1 

構成庭園
の概要  

 
【開 園 面 積】166.5（ha） 
【入 園 料 金】みかも山公園 無料 
【公 開 時 期】通年 
【施設管理者】栃木県 

みかも山公園指定管理グループ（指定管理者） 
【そ  の  他】年間来園者数 約 86.9 万人（2023 年度） 
       北関東自動車道～東北自動車道 佐野藤岡 IC より車で５分 
 
  
 
 

万葉集にも詠まれた三毳山に位置し、広大な園内はコナラやクヌギといった広
葉樹林に囲まれ、豊かな自然を有している。早春にはカタクリやフクジュソウなど
様々な山野草が開花し、四季折々の表情豊かな自然の幕開けとなる。 

 
三毳山の春は、福寿草を皮切りに、セツブ

ンソウ・雪割草と咲き始め、３月には三毳山
を代表するカタクリが群生する。その後も
アズマイチゲ、ニリンソウ、イチリンソウ等
の山野草が来園者を迎えてくれる。 

また、６月には西口ハーブ園でラベンダ
ーを始め 50 種以上のハーブが咲き、ハーブ
フェスタも開催される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

計画のテ
ーマでの
位置づけ  

 
○花景色をつくりあげた努力 
 みかも山公園は自然豊かな里山である三毳山をベースに整備した都市公園であ
るが、代表的な山野草である「カタクリ」においても温暖化や他の植物の浸食によ
り生育環境が脅かされている。 
 このため下草刈りや落ち葉さらい、繁殖域が競合する「キツネノカミソリ」の除
去等を行い、生育環境の保護に努めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みかも山の季節の移ろいとともに楽しむ山野草 
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○四季折々の魅力 
みかも山公園の１年は福寿草やセツブンソウ・雪割草に始まり、その後カタ

クリやアズマイチゲ、ニリンソウ等の山野草が咲き誇る。 
 ４月にはしだれ梅やサクラが咲き乱れ、６月にはラベンダーをはじめとする
ハーブにつながる。 
 夏にはキツネノカミソリやヤマユリ、アジサイが、秋にはヒガンバナやハギ
等一年を通して多くの花がお客様をお迎えする。 
 
 
 
     早春（福寿草）        春（しだれ梅） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     初夏（ハーブ園）       夏（キツネノカミソリ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     秋（ヒガンバナ） 
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構成庭園一覧表 

 

７ 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

はな 

とちぎ花センター 
構成庭園の
所在地 

栃木県栃木市岩舟町下津原 1612 

構成庭園
の概要  

【開 園 面 積】2.6（ha） 
【入 園 料 金】無料 
【鑑賞大温室入館料 

個人       大人 500 円（３～５月）、400 円（６～２月）、小人 110 円 
 団体（15 名以上）大人 400 円（３～５月）、320 円（６～２月）、小人 110 円 
 年間パスポート 大人 1,600 円、シニア（75 歳以上）1,000 円、小人 400 円 
【開 園 時 間】 9：30～16：30（２～10 月）、9：30～16：00（11～１月） 
【休 園 日】月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始 
       メンテナンス休園（年３回程度） 
【公 開 時 期】通年 
【施設管理者】公益財団法人栃木県農業振興公社 
【そ  の  他】年間来園者数 約 34 万人（2023 年度） 
              北関東自動車道～東北自動車道 佐野藤岡 IC より車で約５分 
 
 
 
 

上空から見ると胡蝶蘭の花をイメージした「とちはなちゃんドーム」は、国内最
大級の 1 棟建ての温室で、全高約 20ｍに育ったカナリーヤシやタビビトノキをは
じめ、熱帯、亜熱帯、砂漠地帯の植物約 600 品種を展示している。 

３月下旬から５月上旬には、森の宝石と称されヒスイ色の花をつけるヒスイカズ
ラが開花し、この時期に合わせたヒスイカズラフェスタを開催する。 

また、ハーバリウム、草木染めなど様々なメニューの体験講座を開催し来園者を
楽しませる。 

さらに、花がないときでも「とちはなちゃんドーム」をより一層楽しく鑑覧で
きる「とちはなちゃんドームガイドブック」を R6.10 に発行しドーム入館で販売
しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

年間を通して楽しめる、花と緑につつまれた安らぎの空間 
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計画のテ
ーマでの
位置づけ  

○花景色をつくりあげた努力 
開園当時から育つ３株のヒスイカズラは、満開になる４月になるとヒスイ色の

房が幅 10ｍ高さ５ｍの壁面一面に咲き乱れて圧巻である。 
ヒスイカズラの花をもっと近くで見られるように平成 26 年に棚を増設し、藤の

ようにぶら下がるヒスイカズラが間近で楽しめる。 
以前は処分していた落下したまが玉の形をした花びらを入館者にお持ち帰りい

ただく企画を紹介したＸの投稿がバズり、全国からお客様が来られるようになっ
た。最近ではヒスイカズラが見られる植物園として紹介されることも増えてい
る。 

自然界ではコウモリがする受粉を熟練スタッフがまめに行い、100 回に１個と
いわれる結実を成功させ、夏には珍しいヒスイカズラの実も楽しめる。 

真夏の枝の整理や肥料のほかに日々の状態をチェックし開花が近づく頃には毎
日話しかける等の努力を欠かさない。 

Ｒ４年にはヒスイカズラシール、コースター、Ｒ５年にはヒスイカズラチャー
ムを作成し全国でここだけのヒスイカズラオリジナルグッズを販売し、とちぎ花
センターのお土産として大変喜ばれている。 
 
○四季折々の魅力 

「とちはなちゃんドーム」では、5 月に季節を先取りした 100 種類以上アジサ
イを魅せる「アジサイ展」、11 月～12 月は季節に合わせた色鮮やかな赤を中心と
した「ポインセチア展」、3 月～４月は高貴で豪華な洋ラン展を開催している。 

園内では３万株の大花壇や５月と 10 月には約 600 種類のバラが見ごろを迎え、
ローズフェスタを開催し、バラガイドツアーやローズシャワーなどの実施、また、
青バラ「青龍」をはじめ小林森治氏が作出した全ての品種が展示されている。 
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構成庭園一覧表 

 

８ 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

あしかがフラワーパーク 
構成庭園の
所在地 

栃木県足利市迫間町 607 

構成庭園
の概要  

【開 園 面 積】10（ha） 
【入 園 料 金】 1 月上旬～４月中旬 大人 500～1,400 円   子供 300～700 円  

４月上旬～５月下旬 大人 900～2,200 円 子供 500～1,100 円  
５月下旬～12 月下旬 大人 400～1,400 円   子供 200～700 円  
※花の咲き具合により変動 

【公 開 時 期】通年 
【施設管理者】㈱足利フラワーリゾート（民間） 
【そ  の  他】年間来園者数約 165 万人 
       JR 両毛線あしかがフラワーパーク駅より徒歩３分 
       北関東自動車道足利 IC より車で約 15 分/佐野田沼 IC より約 12 分 
 
 
 

年間来園者は多い時で年間 165 万人にも及び、2014 年にはアメリカのＣＮＮに
より「世界の夢の旅行先 10 選」に日本で唯一選出されるなど世界中から注目され
る施設。至近にあしかがフラワーパーク駅があるほか、北関東自動車道の最寄り
の IC から車で約十数分の位置にある。 

特に４月中旬～５月中旬にかけて開催される「ふじのはな物語」においては、
樹齢 160 年におよぶ 600 畳敷の大藤棚 3 面と世界でも珍しい八重の大藤棚、庭木
仕立ての藤、80ｍ続く白藤のトンネル、きばな藤、そしてスクリーン仕立ての
藤、夜には池に映る水鏡の藤など、息を呑むほどの美しさである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

世界に誇る藤の庭園 
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計画のテ
ーマでの
位置づけ  

○花景色をつくりあげた努力 
栃木県足利市堀込町（現：朝倉町）に 「早川農園」 として 1968 年に開園。以

来 「250 畳の大藤」 として愛されていたが、都市開発の為 1997 年に現在の足利
市迫間町 ( はさまちょう ) に移設し、「あしかがフラワーパーク」 としてオー
プンした。元々湿地帯だった場所に移設した為、園内には 250 トン を超える量の
炭を敷き詰め、土壌の浄化、活力を高め、すべての生命体の活性化を図った。園内
の拡張整備も進み、現在は 100,000 ㎡ の敷地面積となっている。 
 園のシンボルである大藤は、幹がもろく柔らかい大藤（当時樹齢 130 年）の移植
の前例がなく、常識を超えた移植プロジェクトに全国から注目を集めた。 

そうした中 1996 年 2 月には無事移植が行われ、日本で初めての成功例となり、
翌 1997 年にはたくましい生命力で見事に棚一面に広がる美しい花を咲かせた。 

そして約 30 年の時を経て広さ 1,000 ㎡の藤棚に成長した 4 本の大藤 ( 野田九
尺藤 3 本、八重黒龍藤 1 本 ) と 80m におよぶ白藤のトンネルは栃木県天然記念
物に指定されており、これらが見頃を迎える 4 月中旬から 5 月中旬の 1 ヵ月間は 
「ふじのはな物語～大藤まつり～」 が開催され多くの来園者を魅了する。 

また 10 月下旬より開催されるイルミネーション 「光の花の庭」 は夜景コンベ
ンションビューローが認定する日本三大イルミネーションに選ばれ、全国の夜景観
光士が選ぶイルミネーションランキングにおいて、全国 1 位を獲得。 
 四季折々、数多くの花々で彩られており国内のみならず、海外からも多くの来園
者が訪れている。 
 
○四季折々の魅力 

年間を通じて四季折々の魅力を提供。それぞれの季節の魅力を「８つの花のステ
ージ」に分けて発信している。 
  早春[春のいぶき]（１月上旬～２月下旬） 
       冬咲きぼたん           寒紅梅 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 春の花まつり（３月上旬～４月中旬） 
       チューリップ           雪柳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ふじのはな物語（４月中旬～５月中旬） 
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 レインボーガーデン（５月中旬～６月上旬） 
     バラ          しゃくなげ        クレマチス 

 
 ブルー&ホワイトガーデン（６月上旬～７月上旬） 
    花菖蒲         あじさい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 水辺に浮かぶ花の妖精たち（７月上旬～９月下旬） 
   スイレン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 パープル&ローズガーデン（10 月上旬～11 月中旬） 
  アメジストセージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 光の花の庭（10 月下旬～２月中旬） 
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構成庭園一覧表 
 

９ 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

つつじが岡
おか

公園
こうえん

 
構成庭園の
所在地 

群馬県館林市花山町３２７８ 

構成庭園
の概要  

【開 園 面 積】39.95（ha） 
【入 園 料 金】無料（つつじまつりの時期は開花状況により入園料が決定） 
【公 開 時 期】通年 
【施設管理者】館林市 
【そ  の  他】東北自動車道 館林 IC より車で約 10 分 
       北関東自動車道 太田桐生 IC より車で約 30 分 
 
 
 

 つつじが岡公園は 500 年以上前から「躑躅ヶ崎
つ つ じ が さ き

」と呼ばれ古くからツツジが植 
生していた歴史があり、今では 100 品種以上約１万株のツツジが植栽されてい 
る。 

４月中旬から５月上旬にかけて、真っ赤にツツジが開花する様を地元では「燃え 
ているよう」と表現し、親しみを込めて公園のことを「花山」と呼んでおり、その 
美しさから昭和９年（1934）には国指定名勝に指定された。 

一番の見どころは推定樹齢 800 年のヤマツツジ（勾
こう

当内
とうない

侍
し

遺愛
い あ い

のツツジ）を始め

とする古木群。 
また、つつじが岡公園と公園に面した城沼は、日本遺産「里沼（SATO-NUMA）―

「祈り」「実り」「守り」の沼が磨き上げた館林の沼辺文化―」の構成文化財に認
定されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ツツジの様子           つつじが岡公園マップ 
 
 夏の城沼に咲く花ハスをかき分けて進む迫力の「花ハスクルーズ」は、沼と共生
する館林ならではの夏の風物詩といえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      花ハスをかき分けて進む迫力の花ハスクルーズの様子 
 
 
 
 
 

江戸時代から続く悠久の躑躅 
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 つつじが岡公園に隣接する「里沼リゾート Hotel KOMORINU」では、花ハス等の
季節の花をテーマにしたお食事をいただくことができ、また宿泊施設として洋室と
畳の和室があり、その他にトレーラーハウス、キャンプ場、バーベキュー場も併設
している。 

つつじが岡公園は、群馬県、栃木県、茨城県の３県境に位置することから、ツー
リズムにおける宿泊施設としての機能を果たすことで、滞在時間をより長くし、各
施設の見頃の花をつなぐ効果が期待できる。 

 また、首都圏からの距離が最も近いことから、「季節の花でつながる北関東花
回廊」の入口施設として、他の施設の見頃の花も PR することで、おもてなしの機
能を果たす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
                    
 
 
 
 
 
      花ハスをテーマにした「花ハス御膳」と施設の様子 
 
  

計画のテ
ーマでの
位置づけ  

 
○花景色をつくりあげた努力 
 一年を通してツツジと公園の管理をすることで、約四百年続くツツジの色鮮やか
な花と自然樹形を毎年楽しんでいただいている。 
 
 
○四季折々の魅力 
 春：ツツジの絨毯、見上げるツツジ 
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夏：花ハスの目の前を進む大迫力の花ハスクルーズ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋：旧秋元別邸と紅葉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
冬：日本遺産「里沼」から飛び立つ白鳥 
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構成庭園一覧表 
 

10 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

しきしまこうえん  えん 

敷島公園ばら園 
構成庭園の
所在地 

群馬県前橋市敷島町２６２ 

構成庭園
の概要  

【開 園 面 積】4.5（ha） 
【入 園 料 金】無料 
【公 開 時 期】通年 
【施設管理者】前橋市 
【そ  の  他】平成 31 年度ネーミングライツ導入（敷島公園門倉テクノばら園） 
       JR 前橋駅より路線バスにて約 20 分 
       関越自動車道 前橋 IC より約 20 分 
 
 
 
  

敷島公園ばら園は、敷島公園の松林をぬけ
た最奥にあり、約 600 種・7,000 株のバラが
植栽されている。園内は日本、ドイツ、フラ
ンス、アメリカ、イギリス等の作出国別に分
かれており、世界バラ会議の殿堂入りモダン
ローズ 18 種、オールドローズ 13 種など、貴
重な種類のバラも多く鑑賞することができ
る。 
 敷島公園ばら園では、年に２回、バラの最
盛期に合わせ祭典を行っている。 
５月中旬～６月上旬には「春のばら園まつり」、10 月下旬～11 月上旬には「秋のバ
ラフェスタ」を開催。バラの魅力を熟知したばらガイドが園内を案内してくれるほ
か、こども向けスタンプラリーイベントやバラ苗、バラグッズ等の販売も行われる。
また、期間中の夜にバラ花壇のライトアップが行われ、一味違う幻想的なバラを楽
しむことができる。期間中は、来園者数が１日１万人を超えることも。 
 市の花がバラであり、切りバラ生産が盛んな前橋市では、平成 20 年開催の「全
国都市緑化ぐんまフェア」を記念して、平成 22 年３月にオリジナル品種を定め
た。 

花弁の色が蕾から満開になるにつれ、黄色→オレンジ→赤へと変化していく珍
しいバラであり、同 10 月に名称公募により「あかぎの輝き」と決定した。 
 
 

 
 
 
 
 
  

まえばしのばら あかぎの輝き 
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計画のテ
ーマでの
位置づけ  

○花景色をつくりあげた努力 
 1971 年に開園し、2008 年に開催された「全国都市緑化ぐんまフェア」を機に大
規模改修が行われ、現在は 600 種 7000 株ほどのバラが植栽されている。世界バラ
会議選出の殿堂入りバラを取り揃えている他、今では中々出回ることのない貴重な
バラや前橋市オリジナルのバラ「あかぎの輝き」などを、丹精込めて育てている。 
 
○四季折々の魅力 
【春】一季咲きと呼ばれる春に咲くバラがあり、花数が多いのが特徴。バラが華や
かに咲き誇る園内は圧巻。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【秋】春に比べ花数は減るものの、香りが強く、色も鮮やか。落ち着いた雰囲気で
芳香浴を楽しめる。 
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構成庭園一覧表 
 

11 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

あかぎしぜんえん 
赤城自然園 

構成庭園の
所在地 

群馬県 
渋川市赤城町南赤城山 892 

構成庭園
の概要  

 
【開 園 面 積】60（ha） 
【入 園 料 金】一般 1,000 円（中学生以下 無料） 
【公 開 時 期】通年（4、5 月無休、６～11 月毎週火曜定休[火曜祝日の場合開園]、 

12～3 月土日月営業） 
【施設管理者】株式会社クレディセゾン（民間） 
【そ  の  他】JR 渋川駅よりタクシーにて約 20 分 
       関越自動車道 赤城 IC より約 10 分 
 
 

 
 赤城自然園は、赤城山西麓の標高 600～700m に位置し、花々が咲き誇る春、 
生命力にあふれる夏、木々が実り色づく秋、野鳥の声が響き渡る冬と、 
日本の豊かな四季を織りなす美しい自然を感じることができる森である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

約 40 年あまりの歳月をかけ、植物がいきいきと育つ環境作りを手助けして、 
種類豊富な樹木や花々が育つ森に再生した赤城自然園は、野鳥や昆虫に 
とっても、のびのび暮らせる森になり、昆虫類 1,810 種・鳥類 85 種・ 
哺乳類 15 種が確認されている。 

森を楽しむことで、心身の快適性を向上させ、保養効果を高めていくことで、 
リラクゼーション効果や免疫機能改善などが期待できる。赤城自然園は、 
生理・心理実験により癒し効果が実証され、森林セラピーソサエティにより 
森林セラピー基地に認定されている。 
  

計画のテ
ーマでの
位置づけ 

 

 
○花景色をつくりあげた努力 
 広さ約 60ha、標高約 600ｍ～700ｍの園内に、標高 100ｍ～1,000ｍ級の花々を凝
縮し植栽している。 

全て人の手作業で造園した施設であるが、園内で咲く花々が、いかに自然の山に
咲いているような姿に見えるかを追求し、他の類似施設では見られないこだわりの
景観を作り出している。 
 

しあわせを育てる森 
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○四季折々の魅力 
春 シャクナゲやツツジを始め、シラネアオイやヤマシャクヤクの群生、その他様

々な山野草が入れ替わり競演する。また、白い苞がたなびく姿が愛らしいハン
カチノキも人気である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夏 カブトムシやクワガタムシなど生き物の気配が間近に感じられる季節である。

緑に囲まれた園内ではゆったりと森林浴もおすすめ。森の妖精「レンゲショウ
マ」の群生が園内各所でご覧いただける。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋 ブナやコナラ、20 種類以上のカエデが鮮やかに紅葉し園内を彩る。 
  木の実やキノコなども鑑賞できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
冬 枯れ葉が落ち見通しの良くなった園内でバードウォッチングが楽しめる。 
  また、年間数日は静かな雪景色が広がり、静寂の中の散策も魅力的です。 
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構成庭園一覧表 
 

12 

ふりがな 

構成庭園
の名称  

Gunma Flower Park+ 
(ぐんまフラワーパークプラス) 

構成庭園の
所在地 

群馬県前橋市柏倉町 2471-7 

構成庭園
の概要  

【開 園 面 積】18（ha） 
【入 園 料 金】未定 
【公 開 時 期】通年 
【施設管理者】群馬県 
       ぐんまフラワーパーク JV（指定管理者） 
【そ  の  他】北関東自動車道 伊勢崎 IC より車で約 30 分 
       関越自動車道 赤城 IC より車で約 30 分 
 
※リニューアル準備期間中 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

計画のテ
ーマでの
位置づけ  

※リニューアル準備期間中 
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（様式１－７） 
その他計画の実施にあたって必要な事項 

 

構成施設の近隣には、それぞれの地域の魅力が詰まった観光地等が存在します。 

公園や庭園を巡る周遊ルートにこれらの観光を組み合わせることで、地域の活性化にもつなげてい

きます。 

【宿泊施設】 

○花やさと山（いばらきフラワーパーク） 

いばらきフラワーパーク内にあるグランピング施設で、ロッジ 10 室、テント 9 サイトの 19 

室の部屋があるほか、キャンプサイトも用意されています。ロッジの２階にはデッキテラスが備

わり、夜は満天の星空、朝は雲海といった筑波山に連なる里山風景を一望できます。 

のどかな自然に囲まれた中で、焚火などのアクティビティをはじめとしたアウトドア体験とと

もに、食事では「ご当地プレミアム BBQ」など地元の食材を味わうことができます。 

また、宿泊者限定で、早朝には開園前のフラワーパークを散策することが可能であり、いばら

きフラワーパークの魅力を最大限楽しめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○井頭温泉チャットパレス（井頭公園） 

いがしらリゾート内の自然豊かな井頭公園に隣接し、グランピングやいちご狩りを     

楽しむことができる地元の真岡市が所有する複合型宿泊施設です。 

併設の真岡井頭温泉は北関東初の「おふろ café いちごの湯」として 2025 年春にリニューアル

オープンします。暖炉やハンモック、無料珈琲、キッズスペース、雑誌やコミック、真岡鐵道に

着想を得た車窓をイメージしたレストラン、温泉とサウナでゆったり過ごすことができます。 

お部屋は和洋室、グランピングと幅広い世代でお楽しみいただけます。 
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 ○栃木 JIMINIE 倶楽部 自然の家みかも（とちぎ花センター、みかも山公園） 

   栃木市と佐野市にまたがる栃木県みかも山公園内にある栃木県が所有する青少年教育施設 

です。 

    宿泊、体験活動、キャンプ、スポーツ、イベントなどの幅広い活動を通して、社会性や豊かな

心、健やかな体を育むことができる施設であり、学校利用に限らず、一般の方も利用が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○里沼リゾート Hotel KOMORINU（つつじが岡公園） 

地元の館林市が所有する KOMORINU はつつじが岡公園に徒歩８分車で２分と隣接し、館内から 

桜、花ハス、白鳥が佇む風景を楽しめます。目の前にある城沼は、令和元年に文化庁から日本遺 

産「里沼」に認定されました。 

レストラン、公衆浴場、トレーラーキャビン、キャンプ場、BBQ 場も併設しています。非日常

体験をお楽しみください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

○パークホテル楽々園（敷島公園） 

 敷島公園内に佇む煉瓦色の創業大正 11 年の民間の老舗ホテルで、室内からは赤城山の雄大なパ

ノラマ 景色や敷島公園の様子を観ることができます。また、大浴場は 24 時間入浴可能です。ア

ットホームで落ち着く空間をお楽しみいただけます。 
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【食】 

①那珂湊おさかな市場（茨城県ひたちなか市） 

  その日の朝に水揚げされた新鮮な魚介類をリーズナブルな価格で販売する量販店街として人 

 気があり、関東を代表する観光市場として県内外から毎年およそ 100 万人が訪れています。 

また、旬の海鮮料理や、大きく新鮮なネタが自慢の回転すしなど、港町ならではのお食事処も 

多数軒を連ねています。 

 

 

 

 

 

 

 

②常陸秋そば（茨城県石岡市等） 

  茨城県は、江戸時代から「そばどころ」として知られ、その歴史から各地でさまざまな在来種 

が作られていました。 

「常陸秋そば」は、在来種を茨城県が昭和 60 年に奨励品種として認定したブランド品種です。 

実が大きく、粒ぞろいが良く、見た目も美しいそばで、香り、味わいに優れています。 

 「玄そばの最高峰」ともいわれ、そば職人や全国のそば通からも高い評価を得ており、茨城県

内はもちろん、首都圏のそばの名店でも使用されています。 

いばらきフラワーパークの近くには「やさとそば街道」があり、そば好きも納得のそば処が揃

っています。 

 

 

 

 

 

 

 ③いちご（栃木県真岡市、壬生町、栃木市等） 

関東平野の肥沃な大地と豊かな水、いちご栽培にぴったりの気候に恵まれた栃木県は、いちご

収穫量日本一を誇る”いちご王国”です。さらに、日本で唯一のいちご専門研究機関「いちご研

究所」があり、新たな品種の開発や美味しいいちごづくりの研究が行われています。 
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④佐野ラーメン（栃木県佐野市） 

大正の初め中国人の料理人が伝えた青竹打ちラーメンがルーツといわれています。 

縮れた麺と、佐野市のおいしい水で作るあっさり醤油味のスープは、相性ばっちりです。 

その味の秘密は、湿度の低い冬と内陸型の蒸し暑い夏という気候風土、日本名水百選に数えら

れる出流原弁天池の湧き水に代表される良質の水です。佐野の水は、クセがなくまろやかなので、

ラーメンスープに適していると言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤水沢うどん（群馬県渋川市） 

  秋田の稲庭、香川の讃岐と並び日本三大うどんのひとつに挙げられる水沢うどん。 

   小麦にこだわって、清らかな水と塩だけで丹念に鍛えられた麺は、透明感のある艶とつる

つるとした喉ごしが特徴です。 

水澤観世音の門前約 1.5km にわたる「水沢うどん街道」には、多数のうどん店が建ち並びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥豚肉料理（群馬県前橋市） 

雄大な自然に囲まれた赤城山の南麓地域では養豚が盛んであり、産出額は全国でもトップクラ

スです。こだわりの飼料や衛生管理の下で育てられた良質の豚肉を使った料理を楽しむことがで

きます。 
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【歴史・文化等】 

⑦大洗磯前神社（茨城県大洗町） 

神磯の鳥居は平安時代前期の斉衡 3 年(856)、神が降り立ったといわれる地。 

鳥居から昇る日の出を拝もうと大勢の人が訪れます。 また、徳川光圀公が景観を称えた場所で

もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑧茨城県立歴史館＆水戸芸術館（茨城県水戸市） 

1974(昭和 49)年に開館した茨城県立歴史館は、歴史博物館と文書館の機能を併せ持つ施設と

して、茨城の原始古代から近現代までの歴史が常設展示されています。 

 広い敷地(約 72,000 ㎡)のなかには、本館のほかに、移築復元された江戸時代の民家建築や明

治時代の洋風校舎などがあります。また樹木や草木にも恵まれ、季節によってさまざまな美しい

装いを見せてくれます。 

水戸芸術館は水戸市制 100 周年（1989 年）を記念する高さ 100 メートルのらせん形の「シンボ

ルタワー」が目印で、展望室（86.4 メートル）へはガラス張りのエレベーターで内部構造を見な

がらのぼり、水戸の街を眺めることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左）茨城県立歴史館 

（右）水戸芸術館 
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 ⑨益子焼[陶芸体験]（栃木県益子町） 

益子焼は江戸時代末期、笠間で修行した大塚啓三郎が窯を築いたことに始まると言われます。

以来、優れた陶土を産出すること、大市場東京に近いことから、鉢、水がめ、土瓶など日用の道

具の産地として発展をとげます（現在、窯元は約１６０、陶器店は５０）。 

若手からベテランまでここに窯を構える陶芸家も多く、その作風は多種多様です。 

    春と秋には陶器市が開かれ、また、益子町内各所で、気軽にオリジナル作品をつくれる陶芸教

室が開催されています。本格的なろくろ回しや、自由な形で器をつくる手びねり、好きな絵柄を

描ける絵付けなどが体験できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑩史跡足利学校（栃木県足利市） 

創建については諸説あり、どれが正しいかは解明されていませんが、応仁の乱以後、引き続く

戦乱の中でも学問の灯を絶やすことなくともし続け、学徒 3,000 人以上を輩出したとされていま

す。その実績は輝かしく、イエズス会の宣教師フランシスコ・ザビエルによって海外に紹介され

たこともあるほどです。 

 日本最古の学校として知られる国指定史跡であり、現在は江戸時代の頃の姿を復元し、当時の

学生たちがどのようなところで勉強していたか見学できるよう一般開放しています。 
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 ⑪茂林寺（群馬県館林市） 

お伽話「分福茶釜」の寺として知られ、本堂には釜が安置されています。参道に並ぶ多くの狸

像が参拝者を出迎えます。周辺は茂林寺沼を中心に公園が広がり散策も楽しめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑫向井千秋記念こども科学館＆館林美術館（群馬県館林市） 

   向井千秋記念こども科学館には、宇宙飛行士・向井千秋氏の生い立ちや活躍を紹介する展示コ

ーナー、科学の面白さに触れることができる体験展示物があります。お子様に人気の「ムーンウ

ォーカー」は、月の重力を疑似体験でき、宇宙飛行士になった気分を味わうことができます。 

 館林美術館は、白鳥の飛来する多々良沼公園内に建つ美術館で、自然と人間の様々な関わりを

表現した国内外の作品を収集・展示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

58 

 

 ⑬赤城大沼＆赤城神社（群馬県前橋市） 

日本百名山、関東百名山に数えられる名峰「赤城山」は、上毛かるたにも「裾野は長し赤城山」

と詠まれ、榛名山、妙義山と並んで上毛三山のひとつに数えられています。  

原生林に囲まれた約 80 万㎡のカルデラ湖大沼は、夏にはボートやキャンプ、秋にはボートで

のワカサギ釣り、湖面が氷結する冬には氷上のワカサギ釣りを楽しむことができます。  

大沼湖畔には朱塗りが美しい赤城神社があり、群馬県でも屈指のパワースポットとして知られ

ています。赤城山と湖の神様「赤城大明神」のもとに召された赤城姫の伝説から、この女神さま

に願うと女性の願いは必ず叶えられると言われており、特に女性に人気のスポットです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【温泉】 

 ⑭伊香保温泉地（群馬県渋川市） 

伊香保温泉は、400 年余りの歴史を持つ温泉地です。レトロな雰囲気が漂う温泉街の 

シンボルである 365 段の石段脇には、旅館や土産屋、茶屋、遊技場などが軒を連ねてい

ます。日頃の疲れを癒やす旅の終着点として、観光やビジネスの足かけとして、様々な用途で

お楽しみいただけます。 
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近隣観光地等の位置図 
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（様式１－８） 
実施する事業と実施体制 

（１）これまでの取組 

○「北関東フラワーパークライン」協議会設立（令和元年８月） 

  それぞれに花と緑あふれる地域づくりを展開している北関東三県が、横軸での連携を強化し、

施設間で相乗効果を図ることで、東京圏からの誘客やインバウンドの需要を取り込むことを目的

に当協議会を設立しました。 

 

○ホームページの開設（令和２年 12 月）、ポスター制作（令和３年） 

  協議会一体としての運営を行い、効果的な周知を図るため、ホームページ開設、ポスター作成

を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○施設間の勉強会 

  当協議会では、国内外に知名度を誇る施設を核としながらも、構成施設全体の魅力の底上げを

目的として現地での勉強会を行い、広報や管理運営についての意見交換を行っています。 

  ・令和４年度 １月 あしかがフラワーパーク 

  ・令和５年度 10 月 国営ひたち海浜公園 

  ・令和６年度 ７月 赤城自然園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あしかがフラワーパークでの勉強会       国営ひたち海浜公園での勉強会 
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赤城自然園での勉強会 

 

○SNS を活用したキャンペーン（令和４年４月） 

  北関東フラワーパークライン協議会の周知を図るため、「♯北関東フラワーパークライン」及

び「♯△△（施設名）」とハッシュタグを付け、施設や花の写真等を SNS で投稿した方に、当該

施設の特典を提供するキャンペーンを実施しました。 

 

○庭園間共通チケット販売（令和４年４月、10 月） 

  あしかがフラワーパークと国営ひたち海浜公園で入園セット券を販売しました。当計画の核と

なる両施設が相互誘客を図ったものです。 

 

○JR 東日本小山駅への PR ブース設置（令和５年４月、令和６年４月） 

  上記の入園セット券の PR のため、JR 東日本に協力いただき、小山駅への PR ブースの設置を

行いました。小山駅は東京都から栃木県につながる JR 東北本線、新幹線の停車駅であり、また、

茨城県につながる JR 水戸線、あしかがフラワーパーク駅、さらには群馬県につながる JR 両毛線

の駅でもあるため、立地的にも効果的な PR につながりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JR 東日本小山駅 PR ブース 
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○はなめぐりスタンプラリー（デジタルスタンプラリー） 
  周遊を促進するため、北関東フラワーパークライン協議会の各施設を訪れるデジタルスタンプ

ラリーを実施しました。 
  当初はあしかがフラワーパークと国営ひたち海浜公園の２施設で実施していましたが、令和６

年 10 月は４施設に拡大して実施しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）今後の取組 

 
 ○協議会ホームページ、SNS による情報発信 
 ○NEXCO 東日本や JR 東日本と連携した広報活動 
 ○自治体観光サイトによる PR 
 ○フラワーカレンダー（花ごよみ）の作成 
 ○周遊スタンプラリー、共通チケットの販売 
 ○季節毎のモデルルートの提案 
 ○インバウンド観光客の誘客推進 
 

（３）協議会の構成員 

 
北関東フラワーパークライン協議会 

正  会  員：（一財）公園財団 ひたち公園管理センター長[副会長] 

        茨城県水戸土木事務所 偕楽園公園課長 

        いばらきフラワーパーク園長 

        芳那の水晶湖ふれあいの郷協議会長 

        井頭公園管理事務所長 

        とちぎわんぱく公園管理事務所長 

        みかも山公園管理事務所長 

        （公財）栃木県農業振興公社とちぎ花センター所長 

（株）足利フラワーリゾート代表取締役社長[会長] 

        館林市経済部つつじのまち観光課長 

        前橋市建設部公園管理事務所長 

（株）クレディセゾン 赤城自然園総支配人[副会長] 

        Gunma Flower Park+(ぐんまフラワーパークプラス) 園長 
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賛 助 会 員：国土交通省国営常陸海浜公園事務所 

市貝町企画振興課 

        栃木県農政部生産振興課 

       （一社）足利市観光協会 

       足利市産業観光部観光まちづくり課 

オブザーバー：茨城県営業戦略部観光戦略課 

       群馬県産業経済部観光魅力創出課 

栃木県産業労働観光部観光交流課 

事  務  局：茨城県土木部都市局都市整備課 

       群馬県県土整備部都市整備課 

栃木県県土整備部都市整備課 

 

（４）事業の実施体制 

 
・継続的な実施のため、下記の体制を構築し、会則を制定。 
・新たな取り組みや共同イベント開催については、協議会において検討する。 
・高速道路のサービスエリア・パーキングエリアや公共交通機関での取り組みは NEXCO 東日本、JR

東日本と密接に連携を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[役員] 
 総会において正会員の中から選出する。 
[総会] 
 毎年１回、会長が招集して開催。 
 規約の制定および改廃、役員の選任、事業計画および報告、収支予算決算を審議する。 
[予算] 
 正会員から毎年徴収する会費を充てる。 
 協議会の目的を達成するために行う事業を実施する場合は別途徴収することも可能。 
 

（５）具体的な事業 様式１－９のとおり 
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（様式１－９） 
具体的な事業一覧表 

事業名 協議会ホームページ、SNS による情報発信 

実施主体 北関東フラワーパークライン協議会 事業期間 令和６ 年度 ～   

実施施設 全施設 

事業概要 

 
協議会 HP にて、構成施設の SNS を連携させてイベント情報などをリアルタイムに

配信し、プラットフォームとして情報発信に務めることで知名度向上、周遊の促進に
つなげる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホームページ上での SNS による発信 
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事業名 NEXCO 東日本や JR 東日本と連携した広報活動 

実施主体 北関東フラワーパークライン協議会 事業期間 令和６ 年度 ～   

実施施設 全施設 

事業概要 

 
当計画を周知するためのポスター、パンフレットを作成し、高速道路の主要なサー

ビスエリア・パーキングエリアや JR 東日本の駅に設置する。 
パンフレットには高速道路や鉄道を利用した場合の首都圏からのアクセスを掲載

することで、連携した周遊を促進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポスター 
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事業名 フラワーカレンダー（花ごよみ）の作成 

実施主体 北関東フラワーパークライン協議会 事業期間 令和６ 年度 ～   

実施施設 全施設 

事業概要 

 
北関東フラワーパークライン協議会は構成施設が多種多様な見頃の花をもつこと

が特徴である。 
いろいろな花を見たい利用者が、計画時点からどの場所に訪れるかを楽しみながら

考えられるように見頃の花の一覧表を作成する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フラワーカレンダーの例 
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事業名 自治体観光サイトによる PR 等 

実施主体 北関東フラワーパークライン協議会 事業期間 令和６ 年度 ～   

実施施設 全施設 

事業概要 

 
各県の観光 PR サイトにて当計画の広報を行うことで、旅行先としての知名度向上

に努める。 
また、観光部局がもつネットワークやノウハウを活かして、観光会社への PR なども

実施していく。 
 
 
  茨城県：観光いばらき 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  栃木県：とちぎ旅ネット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  群馬県：心にググッと観光ぐんま 
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事業名 周遊スタンプラリー、共通チケットの販売 

実施主体 北関東フラワーパークライン協議会 事業期間 令和６ 年度 ～   

実施施設 全施設 

事業概要 

 
当計画の構成施設でスタンプラリーを実施し、特典として、各施設の入園料割引や

買い物の割引の特典等が受けられる仕組みとすることで、周遊の促進を図る。 
各施設の共通チケットを販売することで、複数施設の周遊を促進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○国営ひたち海浜公園 
 ○いばらきフラワーパーク 
 ○あしかがフラワーパーク 
 ○とちぎ花センター 
 
 
 
 
 
 

スタンプラリー参考 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共通チケット参考  
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事業名 季節毎のモデルルートの提案 

実施主体 北関東フラワーパークライン協議会 事業期間 令和７ 年度 ～   

実施施設 全施設 

事業概要 

 
各県でオブザーバーとして参加している各県観光部局の助言等を得ながら、構成施

設の花に加え、その近接エリアに存在する花以外のコンテンツを含めた季節毎のモデ
ルルートを作成する。 

作成したモデルルートにつき、個人旅行者に対し、ホームページ等で広く周知を図
るほか、国内外の旅行会社に対し、モデルルートを基にした募集型企画旅行等のツア
ー造成を働きかけることで、個人・団体旅行者それぞれの北関東周遊が図られるよう
努める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GW 頃の東京からの周遊モデルルート例 
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事業名 周辺宿泊施設と連携した利用者サービスの提供 

実施主体 北関東フラワーパークライン協議会 事業期間 令和７ 年度 ～   

実施施設 全施設 

事業概要 

  ツーリズムとして周遊する利用者に向け、周辺宿泊施設等と連携したサービスを提
供する。 

  下記のとおり公園や庭園毎の実績があるが、複数施設で連携した利用者向けサービ
ス拡充を検討していく。 
  
 【国営ひたち海浜公園】 
  ○ネモフィラの景色を独占できる宿泊型周遊ツアー 
    近くの宿泊施設を利用し、周辺地域を観光しながら海浜公園の開園前（早朝） 

または閉園後（夕暮れ）のネモフィラを鑑賞できるツアーを令和７年春に提供
予定。 

みはらしの丘一面が青く染まった景色を、ツアー参加者が独占して楽しむこ
とができる。 

 
 【いばらきフラワーパーク】 
  フラワーパーク内にある宿泊施設「花やさと山」の宿泊者へ、以下の体験を提供 
  ○早朝（開園前）のフラワーパーク散策 
    宿泊日の翌朝には、いばらきフラワーパークの一般入園が始まる前の時間に 

広い花園を宿泊者が独占して楽しむことが可能。 
  ○宿泊者限定アクティビティ 
    メタルマッチでの火起こし体験や着火ツールづくり、火打石での着火体験と 

いった少ない道具でアウトドアを楽しむ「ブッシュクラフト」のミニワークシ 
ョップを開催。他にも毎晩行われる、立ち上がる炎が美しい「焚火アワー」、 
15 分間すべての照明を消し夜空を堪能する「よるやみ体験」といったコンテン 
ツも用意している。 

 
 【みかも山公園】 

園内のみかも自然の家の宿泊者へ、下記の体験活動を提供 
○みかも山公園ハイキング（４コース） 

 体力や所要時間に合わせて 4 つのコースを設定 
   40 分の散策コースから約２時間のロングコース、中岳を登る縦走コースま

で、みかも山公園を満喫できます。 
○自然体験ネイチャービンゴ 
  カードに描かれた自然物を探して、グループで公園内を観察・探索する自然

に親しむ活動。 
 

【つつじが岡公園】 
  ○入園券とホテル宿泊のセットプラン 
    令和７年のつつじまつり期間に、「Hotel KOMORINU 宿泊＋つつじまつり入園

券」をセットにした、つつじまつり宿泊プランを Hotel KOMORINU で販売予定。 
  ○デジタルスタンプラリー 
    Hotel KOMORINU 主催の「館林市デジタルスタンプラリー」を令和７年から開

催予定。つつじが岡公園や市内観光施設を周った後に Hotel KOMORINU に行く
と、スタンプラリー記念品プレゼント。 

 
 【赤城自然園】 
  ○伊香保温泉との連携 
    伊香保温泉の宿泊施設とタイアップし、温泉に宿泊し、森で癒やされる１泊

２日のリトリートプログラムを計画。 
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事業名 インバウンド観光客の誘客推進 

実施主体 北関東フラワーパークライン協議会 事業期間 令和７ 年度 ～   

実施施設 全施設 

事業概要 

 
協議会及び各構成施設のパンフレットやポスター等の多言語化を検討、また、既存

の英語表記等もより充実化させるなど、インバウンド観光客の受入環境の整備を図
る。 

また、県や各構成施設が行う海外向け誘客プロモーションにおいて、当計画の PR も
行うことで、北関東エリアでの広域周遊が図られるよう努める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

英語パンフレット例（あしかがフラワーパーク） 
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（様式２） 
 
 

令和７(2025)年２月 28 日 
 
 

 

国土交通省都市局長 殿 

 

 

 北関東フラワーパークライン協議会   

会長 早川 公一郎 

 

                            

 

    庭園間交流連携促進計画の登録申請について（提出） 

 
 

標記の件について、別紙のとおり提出します。 

なお、本件は申請者として挙げた全ての構成員の合意の下に提出するものであることを申し添え

ます。 

 

 

 

 

担当者連絡先 

 
氏 名 

 

栃木県県土整備部都市整備課 公園緑地担当 

池田 元洋 

電 話 028-623-2474 FAX 028-623-2477 

Ｅ-mail tseibi@pref.tochigi.lg.jp 

 

住 所 

 

（〒320－8501） 

栃木県宇都宮市塙田 1－1－20（栃木県庁 14 階南） 

 

 

 

 

 

 


